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I
一
緒

育

無
花
英
の
疫
純
は
介
痕
地
方
に
埠
ず
つ
と
以
前
か
ら
顎
化
し
て
川
た
物
の
頼
で
あ
る
が
'
昭
和

!
C

隼
仙
女
か
な
-
の
大
栗
仕
を
な
し
馬

め
に
無
花
;i
北
柏
が
脅
威
を
感
す
る
に
空
っ
た
｡
特
に

W
h
ite
G
en.a
桃
に
葦
生
が
多
か
っ
た
O
そ
れ
で
据
･芹
は
本
痛
に
就
き
て
少
し
く

性
験
を
試
み
た
C
基

結

果

の

1
:淵
は
班
に
昭
和

一
二
年
川
月
日
+
=1
i砕
け
火
付
に
放
て
溝
漬
し
た
鹿
で
あ
る
が

(西
門
'
山
内
､
.十

日
､
昭

1
二
)
助
に
非
詳
細
を
恥
骨
す
る
｡

本
作
勝
の
遊
行
に
綻
元
大
尉
出
署
研
究
回
H
吋
M
E
作
氏
に
亀
ふ
艇
が
多
い
｡
記
し
て
謝
れj
監
出
す
る
o

二
､
発

生

の

沿

革

無
花
北
の
疫
純
は
明
清
川
二
年
げ
.TS
聖

火
例
)
氏
が
'
東
:t=i
駒
場
の
揖
料
if
tji
出
物
に
於

て
強
化
状

W

h
i

t
e

Gen.a
柿に
碩
生
し
た
･=

を
探
脹
し
た
の
が
初
め
で
'
田
代
は
‖
僧
病
の
都
で
犬
爪
川
年
i･.;月
の
出
離
囲
誌
上
に
増
加
し
た
o
H
年
二

日

棚
.土
<
郎
博
士
仕
仰
山
賑

十
で
C

a
l
i
f

o
r
n
i
a

I
3
t
a

c
k

鞘
に篭
生
し
た
小
柄
に
つ
き
て
い
調
和
山
結
火
を
報
肯
し
た
o
状
科
名
に
就
き
て
.は
後
に
辿
ぶ
り心
持
に
'iS
峠

に

最

糾

R
I
a
7J}
aJ･,am
z'a

Ca71+Ca
H
T̂tA
(
穴
S
)
を
以
て
竣
よ
し
'
堀
代
は

P
hy
top
h
tJEOra
Z
Eci
H
こ
こ

(･LJ
.i
)
を
〓
ひ
.L
Jに
以
代

翌
州
に
は

P
l
c
.u
tca
tH
AFIA)
H
o
77T
(
if
.i
)
の
名
を
堤
｡=;
し
た
O

･

tJI.S
網

で
放
滞
日
兼
官

(･Y
吾

氏
が

i
<

.iiZAr二
年

に
発

生

を

認

め

た

I;

で
'
大
∬
1<
年
小
袖
ーこ
就
き
て
報
せ
し
て
居
ろ
｡

同
地
の
野
外
で
.は

C
atif
.rn
ia
B
tack
租
に
費
生
し
た
-;
で
あ
‥わ
o
準
.j
描
準

:=｡
IO)
氏

は

昭
和
九
牛
.i
仙
市
郊
外
で
八
･病
山
北

性

山
み

な

ら
す
華
､
幼

斐

及
葉
柄
に
竣
生

する
加
を
親
禦
し
た
-;
を
机
肯
し
て
E
･り3,0

蛇

州花
火
の
挺
端
に
此
て

二
二

j



粁

北

穀

の

定
稿
に
乱
て

三
二
〇

岡
E
暇
下
に
は
判
然
と
は
分
ら
な
い
が
評
者
の
認
憶
で
は
i(
1rq)
五
-
六
年
的
既
に
合
戯
附
虻
で
晩
秋
枇
宮
北
が
木
川
乃
化
し
て
槻
･Ll
に
懸

沸
し
て
居
る
の
を
佐
々

認
め
た
O
然
し
奴
年
前
ま
で
常
北
⊥
或
は
華
岩
-
は
幼
堂
上
に
木
精
の
柄
別
を
認
む
る
に
:か
ら
な
か
っ
た
.

三
､
病

名

本
納
の
和
名
に
就
い
て
は
脈
(
i<
四
)
噂
は
IJ.li
例
佃
…化
;i

3
日
樹
病
の
名
を
似
州
し
押
目
(大
正
､
犬
八
)
氏
又
此
名
桝
を
製
別
し
て
居
る
｡
此

白
腐
柄
の
薪
は
北
比
に
於
け
る
病
徴
を
非
常
に
よ
-
矢
は
し
て
居
る

(節
1
川
及
卯
五
川
兜
′照
)o
け
れ
ど
も
軸
糊
+
.(大
田
)は
無
花
兜
の
蛇

柄
の
名
を
川
ひ
'
原
(
昭
丑
)
氏
も
其
後
､
控
姑
の
名
桝
を
使
用
し
て
居
る
.

命
名
の
九･光
枝
か
ら
す
る
と
∩
樹
病
が
光
茄
で
あ
-
純
徴
と
も
よ

-
米
は
し
て
捕
る
が

P

h
y
to
p
h
th
o
r
a

抗
菌
に
よ
っ
て
辿
る
痛
手
は
疫
柄
の
和
名
を
使
用
す
る
と
び
つ
た
-
と
-
る
0
兆
故
本
城
菅
で
は

此
名
刷
で
記
減
す
る
c

E
I.
病

柏

木
病
は
降
雨
の
迦
糾
し
た
際
叉
は
多
_3ijMの
場
･.f
に
栽
柚
さ
れ
た
相
に
頚
牝
す
N.(物
で
.升
-
山ハ
月
か
ら
牧
水
ま
で
後
生
す
る
恥
が
あ
る
｡

果
靴
に
於
て
は
初
め
兆
の
東
面
が
帖
線
色
或
は
曙
紫
色

晶
和
に
よ
-
)
を
珊
ん
だ
水
爪
状
と
な
り
此
細
分
は
少
し
-
附
汲
す
る
O
次
で

此
部
分
に
か
色
の
徴
が
表
は
れ
(
節

一
及
三
相
参
照
)'
攻
節
に
粂
果
両
を
被
ひ
多
混
な
場
合
に
は
紺
毛
状
の
筒
糸
で
被
は
れ
る
(
節
三
脚
参

照
)｡
斯
-
て
披
寄
北
は
べ
と
-

に
な
っ
て
都
下
す
る
O
注
小
人
帖
が
快
袖
す
る
と
披
宮
典
は
木
乃
伊
肌
と
な
っ
て
野
-
租
上
に
止
ま
る
蔀

も
あ
る
O
枇
火
に
紡
推
し
た
北
tIf
に
は
斯
う
し
た
柄
状
を
旦
す
.芯
物
が
多
い
0

本
病
の
被
5
..は
先
づ
成
熟
に
近
い
北
即
に
衣
は
れ
る
が
熱
度
の
如
何
に
的
ら
す
畿
化
し
湘
次
化
机
の
幼
北
に
及
ぶ
.
叉

1
桝
に
就
い
て
言



ふ
と
多
-
紘
:1
枚
に
衣
は
れ
る
が
杜
梢
の
解
放
す
る
艇
で
は
け
な
サ

杓
い
仇
:-3
の
此
伴
叉
は
粧
析
に
ま
で
費
病
す
る
現
が
あ
る
O

部
に
於
け
る
和
雄
は
勧
め
純
色
の
小
変
色
部
と
し
て
現
は
れ
後
湘
次
拭
大
し
て
不
矩
形
暇
純
色
乃
至
黒
純
色
の
病
斑
と
な
る
o

(耶
一-

二
相
参
照
)｡

又
喋
繰
に
滑
ふ
て
紬
起
い
不
墳
形
の
病
蛸
が
=;
氷
る
串
も
あ
る
｡

著
製
又
は
新
机
で
は
柄
班
の
柵
if
が
秘
め
て
迅
姓
で
班
大

形
の
光
来
の
年
分
以
上
或
は
全
部
を
占
む
る
に
繁
り
之
を
遊
湘
叉
は
枯
死
せ
し
め
る
o
然
し
成
兼
で
性
病
坑
の
榊
大
が
左
粍
辞
し
-
は
な
-

ニ
ー
三
琳
仰
の
物
が
多
い
｡

五
'
本

菌

の

形

態

如

肥

鵜
腔

叫
榊

と

し

て
の

P
hy
Lop
h

Eh07･a
C
a
n
'c
a
(1
i

･.TtA)
H

婁
J
の
形
態
に
放
き
て
は

｢
式
中
頂
糸
は
旗
色
､
絶
振
'
分
岐
し
貼
脱

を
秋
け
ど
も
古
き
も
の
に
は
隔
膜
を
生
す
る
こ
と
あ
!1
.

内枠
三

-
一

〇〃あ
･り
､
縛
チ
唖
は
多
-
茄
中
衛
糸
と
批
じ
て
生
じ
殆
ん
ど
恥
別

し
榔
L
o

将
生
す
る
こ
と
あ
れ
共

娼
々

数
十
水
準
生
す
る
と
と
あ
-
o

雄健
又
は
介
粧
し
帖
雌
を
和
せ
ざ
れ
共

稀
に
之
を
有
す
る
こ

と
あ

-
.
凝
さ
三
六

〇
-
凹
八

〇
〃
稀
に

一
〇
〇
〇
〃
以
上
の
長
さ
を
祁
す
る
も
の
1
上
に
胞

十
を
彬
城
す
る
印
あ
-
o
配
秤
三
･五
-
凶
･1)=JL

あ
-
O
野
ナ
種
の
分
枝
は
胞
子
苅
生
虹
T
よ
-
し
叉
娃
不
定
な
り
0
分
生
胞
す
捻
無
i
j､
維
脱
に
し
て
純
納
な
る
肘
柿
鮒
を
含
み
形
､
件
烈

状
'
農
相
州
状
､
楕
回
状
'
卵
状
紡
錘
状
等
に
し
て
頂
に

期
せ
な
る
乳
:･川
爽
池
を
北

∵
か
｡
乳
.･3
吠
起
S
i聖
tJは
S
i
7
-

八

〃
あ
-
｡
胞
子
の
if

さ
些

天

-
二

二
×
〓
ハ
･I例
五

〃
あ
-
0
兆
楯
J千
種
に

附
L
=
せ
し
部
分

3
隔
膜
が
舶
'1.i
成
せ
る
物
あ
-
文
相
帖
な
る
物
あ
-
､
胞
子
敗

訴
に
際
し

旅
子
種
の
党
珊
郷
の
7
郡
を
附
若
せ
る
も
の

あ
-
｡
断
定
ナ
及
費
許
軒
に
て
聖
許
す
｣
と
相
川
宋
音
(大
空
氏
は
認
成
し
て
括
る
O

常
新
が
介
激
に
肇
化
せ
る
枇
巧
.j
fLi=
上
に
形
成
さ
れ
た
分
化
胞
子
北
に
綿
花
瀬
上
に
形
成
の
分
生
胞
子
等
に
就
い
て
調
祁
し
た
縦
兆
で
は

鮮
稚
架
の
柑
揃

に
就
て

こ
二
二



強
花
梨
の
好
捕

に
観
て

三
二
1
.

此
等
ヰ
博
の

形
態
は
梓
川
氏
の
記
収
と
略
称
余
し
て
貼
る
(
節
七
-

二

㍍
川
参
照
)O
只
分
生
胞
十
の
大

岩

に

就
い
て
は
介
収
に
磯
生
せ
し
被

･捕
=北
上
の
物
は
二
七
-
八
七
×
一
七
-
川
耳

a
r
泣
粍
胞
十
.は
[
王

立

×
二
〇

t
(長
‥帖
-

l
･.二
七
)
や
山
足
形
の
胞

√
は
八
七
x
三
五

〟
(長
‥
幅
-
二
･拘

1
)
で
あ
っ
た
｡

分
生
胞
十
の
蔑
井
に
就
い
て
は
作
目
(
大
正
)
氏
の
記
し
て
i
=
る
止
り
放
個
の
蛮
井
竹
を
以
て
教
∬
し
或
･は
内
容
が
分
裂
し
て
肪
光
子
を
生

す
る
O
非
数
は
介
生
胞
十
の
大
さ
に
よ
-
て
鵜
な
る
が
数
十
個
生
す
る
こ
と
が
あ
る
.
蒋
寵

十
は
成
虫
後
批
糾
し
氷
山
両
珊
谷

山
ヰ
の
鞭
毛

を
生
じ
て
港
証
し
後
球
状
な
る
休
眠
瀞
韮
千
と
な
る
O
休
眠
瀞
走
千
は
伸
也
瑞
形
で
大
き
九
I

一
三

P
t
容
姑
に
恐
芽
し
て
磯
井
管
を
生
じ

(
節

1
三
-
1
仲
川
参
照
)北
ハ先
端
に
些

一炊
胞
子
を
形
成
す
る
こ
と
が
あ
る
o
叉
分
生
胞
十
が
戦
費
･..Iを
以
て
葦
耕
す
ろ
際
に
も
分
生
胞
丁

の
内
布
妊
多
敏
の
弥
立
十
に
分
割
せ
ら
れ
て
北
谷
は
収
膜
を

生
じ
て
分
轄
胞
十
･日
に
て
休
暇
脱
走
丁
稚
朋
と
化
し
之
よ
り
各

i
本
の
磯
井
廿

を
生
す
る
切
倉

も
多
い
.
比
較
の
飛
め
に
調
和
し
た
茄
子
捷
鋳
出

へP
h
y
l･
M
el
ongen
,1e)
に
於
て
も
瑚
う
し
た
磯
芽
が
多
か
つ
た

(
都

7

七
1
i九
糊
参
照
)C

I:*
土
柵
物
の
組
縦
r<;
及
1i:頚
の
古
き
物
で
は
卵
胞
千
秋
の
球
状

わ
胞
十
を
認
む
る
こ
と
が
あ
る
が
､
此
は
卵
胞
十
で
な
-
柑
腿
胞
十
で
あ

る
'
軒
相
..14JC
-
川
前
.L

で磯
耳
管
LtLJ
以
て
肇
井
す
る
.

六
'
本
菌
の
分
類
笹
的
考
察

本
納
伯
は
it
荘
川
年
LS
枇
瓜
(i<
四
)
氏
が
出
光
醐
凱
九
重

二
淡
に
仙
椎

北
口
樹
病
曲
と
し
て
K

a,L･afYam
La
C
arica
H
レR̂
の
6

.
を
以

て
記
叔
し
た
物
で
あ
る
O
同
年

二

月
堀
陣
十
(i<
門
)
は
之
と
別
途
に
病
山地
講
俳
誌
S
T
T雀

〓

舵
に
P
rby
tOP
h
th
ora
f
icI
H

oRIの
名



で
之
を
報
骨
し
た
o
然
し
並
に
原
氏
の
報
紫
が

あ
っ
た
の
で
翌
月
の
同
誌

一
二
枕
に
は
原
氏
の
歯
と
の
判
然
た
る
同
定
は
ltJれ
て
な
い
が
該

蘭
に
就
き
て
は
形
態
上

P
h
y
to
p
h
th
o
l･a

範
に
入
る
べ
き
物
で

P
･
C
a
r
ie
a

H
o
ttJ

の
令
を
便
川
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
.
原

へif
ti
)代

は
又
果
樹
痢
帯
給
で

P
･
Cr
al･ic
a

H
芦

r

の
弔
鞘
を
位
川
し
た
｡
此
銘
柄
は

P

･

A
･
S
′G
C
A
LltX)
(
妄
君

代
に
も
引
用
さ
れ
て
居
る
O

仲
川
北
軍

(大
#
)
氏
は
非
･3
倍
歯
新
資
料
に
於
て
木
祖
に
就
き
て
把
粧
し
て
川
乙
が

P
･

Cra
r7.Ca
(H
昌
′)
H
′｣ru
の
名
を
抹
-

K

alJ,0,

ka
…
La
C
a
r
l'C
a

H

己
=
(
1九
孟
)
及

P
･
E
ici
H
ow
(
1九
1空

を
之
が
異

名
と
し
て
摺
る
O
氏
は

A
･
M
oTm
,m
″
(
一台
一
)
氏
が

ブ
ラ
ジ
ル

に
於
て
恐
見
せ
L
P
h
y
top
h
thora
菌
虻
記
事
が
怖
川叫
で
判
然
せ
な
い
が
同

小
筒
な
る
べ
L
と
し
た
o

(W

tLtUy,
G
･
W
･
1944
参
照
)

同
年

M
･
K
･
V
FrNR
T̂
R̂

Ô
(
1<
買
)
氏
は
印
庇
に
於
て
摘
花
,;j
の
蓑

の
収
僻
の

l
因
を
な
す

P
f.ytophth
or
a
閥
を
見
山
し
之
を

P
･
Z
ieL
V
E
･T宗

T̂A
R
AO
の
名
桝
で
偲
服
し
て
居
る
が
該
胸
は
心

慮

と
的

1
で
あ
る
と
想
像
一亡
れ
る
o

C
･
M
･
T
∩
C.nTR
(壷
11
)
氏
は
主
と
し
て

P
o
r
to

R
ic
o

に
放
て
本
願
職
に
榊
す
る
研
究
を
な
し
就
小

P
Ay
to
p
ALA
e
r
a

p
a
Em
E
t
l
OTa

B
LTl.I.F.1.
閲
に
就
き
て
は
詳
細
轍
壊
し
て
.i
;
る
｡
蝿
は

P
･

C.
art.c
a

(
H
A
FÎ
)
H
t,
'Lr
関
は
基
卯
胞
子
を
秋
-
こ
と
及
胞
子
の
形

態
噂

(
川

中
些

二
郎
代
(
毒

0̀
)
の
噸
珊仲
記
述
に
よ
る
)
か
ら
該
菌
も

P
･
p
a
11Tliv
om

伯
に
含

ま
る
-
も
の
で
鵜
輿
薪
と
す
+(
き
を
竜
眼
し
て
は
る
o

L
E

)ヨ
LLy

(
l九三
四
)

氏
も
亦
租
似
の
怒
比
で
あ
る
｡

*
繭
の
粒
卵
群
形
成
に
就
き
て
は
従
妹
配
収
が
な
-
本
新
著
も
亦
後
述
の
如
-

賛
助
し
た
が
北
へ
の
形
成
が
な
か
っ
た
O

佃
木
蘭
は

P
.

p
alm
[t,ora
B
uTI･･
薗
LJ
は
分
生
胞
子
以
雌
胞
‥十
及
共
蟹
井
蛙
等
に
軒
似
の
軒
が
蹴
る
多
い
｡
胞
子
の
大
さ
は
現
姥
等
に
よ
り
て
同

一
俄
で

も
非
常
な
礎
輿
の
称
す
る
物
で
比
較
の
判
款
と
し
て
は
嗣
榔
で
あ
る
が
従
来
の
著
書
に
恕
は
れ
た
鹿
と
無
花
英
雌
病
菌
に
就
い
て
*
平
常
の

測
定
し
た
彪
と
を
比
較
す
る
と
攻
衣
の
如
-
で
あ
る
Q

瀬
川碓
殿
の
僚
満

に
就
て

i.----



珊一女 記.掛こ衣ほれた PhylophllMlapalmivora litJ'''IITm

と無花果堤病菌との分生胞子の犬し;の比較

畔
花
脱

の
腔
LE
に
既

て

tl.Ei 亀 測 定 講 名 准 lL'L唱中 均

P.JJlJI,lH●?.UJ.C, BuTLtIt;ttf山13氏r)Z3測定結果卒均 llr-27-72×20-53 〟★47.3×30.

P,αrecゴe G..lDD 他4氏の5測定結果申均 32-70×2.7-48 算44.8×30.

P,.〟le(1/I,L'L I)t■1TUrL他3氏.り 8測定結果型-咽 21-72×15.-44 -X-37.5)̀24..

P Chrlca 原 価 範氏 40-67..5×15-32.5
舶 正 -k郎氏 34-70×22-44

木 由 堺田食言17-氏 (伊膿誠散氏) 26-112×16-45

qrl'J'考 Tucl(rm (1931)氏は P.aJ仰8.1'."畑山:及 P corLCa を共にP･TluLHL'ttora
の熊名なi)として留るo

井本牢均の打払 こ'Ei'りてはtIH.に肺臓のみの軌はi;:{大J如 ､を平均 Lたる軌をIl;-

zIS均と見倣して之から中也をT.tttIL九o

.二

.糾

上
表
の
如
-
介
隼
胞
子
の
i(
さ
に
就
い
て
は
多
少
の
差
は
な
い
で
は
な

い
が
之
と
い
ふ
て
匪
別
す
る
杜
.e
物
で
な
い
｡
典
故
T

U

oR
T･=R
(
L窒
一)読

は

L
T
.O
等

′N
(
完
.L詣
)
氏
等
の
想
定
し
た
如
-
に
木
蘭
を

P
hytop
h
th
o
ra

p
a
lm
･2't
,O
r
a

B

u
m

岩

の

二
.3
な
り
と
し
て
大
過
は
な
い
と
m心
ふ
o
炎
故

本
朝
常
で
は
此
名
雛
を
川
ゆ
る
こ
と
1
す
る
O

.q
後
に
仙
…北
火
渡
病
菌
の
種
名
北
に
輿
令
を
親
げ
る
｡

(付
し
無
花

火

冊
係
の
み
)

P

h
y

to

phth03
P

a
1
2
2"
.7:
O

ra
T
u
c
R
O
Li

T
u
cK
fjR
C
,
M

.

(1931
)
M
iss｡
u
r
i
A
g
r
･
E

;{
p
･

S
ta･,
R

es･

B
u
E
･
)
5
T3
.
P

･

)
5
7
-

]
6
i

P
h

y
to
p
h
lh
o
r
a

C
a
r
ic
a

(
H
昌

>
)
H
L三
T

H
.tTu

S
･
二
九
妄
)
析
出
軒
緋
誌

二
二

二
二

Ci五-
一
〇
一
七

K

aTOakJm
ia
C

a
r
i
c
a

H

二
t
A

H
A

R･L
K
･
(
完
言
)
:3
誤
的
九
二
二
･二
川
‥
二
七

P

Jiy
l
o
p

h
l
rz
o

ra
Z
ic
i
H

o
l)･T

H
O
R
Z

S
･
(
重

き
病
地
帯
純
誌
二
･
二

･
九
三

C
-
九
三
二



P

A
y
to
p
h
lh

or
a

C
'ar
ic
a
H
ATu

H

A
R
A

K
･
(
一九
二
ハ
)
北
臓
的
箭
諭
伯
三

1
-
糊
二
二
ハ

S
･
′OĈ
rtU
)
P
,

A
,
(
)
9
2
6
)
S
y
L1.
F
u
n
g
.,
174
:
.
.37

P

h
.1J
t
O
P

r

u
ho
1･a
Z
z'cz.
V
E
}-K
･′rA
R
,
w

V

.

>
-i(･′T
ン
R
A
O.
M

･

K
･
(
)
9
)
6
)
l

o
u
rn
･
B
o
m
bay
N
at･
H
ist･
S
o
c
･
2
i
:
6
1
5

P

h
y

top
h
tJLO
J.a

S
p･

M
o-E

･E

A
.
(t
LD
O
t
)

B
ot･
M
itteiL.
a
u
s
d
en
T
r
o
p

en･
H
ef
t
l
･Y
,
p
･

.I)

W

LLSU
N
G
.
W

.
(
)
9
1
4
)

iTt
y
c
o
lo
gia,
4
:
i)‥
7
7

七
'
本

菌

の
病

原
性

本
鞘
が
無
礼
北
の

北
松
'
幼
獣
'
非
f:,
を
侵
e
=
し
又
兆
他
の
出
仕
新
を
も
は
し
柑
る
都
は
枕
に
琳
(
l九
善

緑

川
(
一九
二
ハ)
へ汎
.i
(
1iJIt有
)
め

捕･=
氏
に
触
骨
せ
ら
れ
た
底
で
あ
る
｡
木

耕

者

も

本
鞘

の
純

粋

輔
丑

を
以
て
舛
礼
;i
山
;i
雌
､
新
発
'
新
鮮
及
伽
㌫
仙
北
以
外
の
火
物
'
灘
'
林

檎
'
柿
'
茄
十
と
か
成
鈴
紫
の
塊
鞘
へ

桜
桃
属
臓
を
行
っ
た
o

我
に
北
ハ結
北
の
概
.炎
を

報
甘
す
る
｡

(
一
)無
花
北

へ
の
花
押
誠
飴

(1
)北
健

へ
の
ほ
純

米
別
辞
菌
を
す
る
た
め
に
五

〇
〆納
緋
で
.湖
:托
し
た
脱
胎
紬
で
火
斑
の
米
卸
を
抑
-
拭
っ
た
後
に
､
無
傷
の
健
又

は
切
伽
を
付
け
て
畦
柄
菌
を
楼
印
し
た
｡
描
郁
後
は
深
祇

｢
シ
ャ
ー
レ
｣
に
入
れ
t
.S
･束

を
保
つ
た
め
に
'
盟
の
甚
同
に
触
っ
た
吸
取
紙

を
肌
付
け
て
苗
の
磯
苛
の
適
温
に
泣
い
た
.
基
紡
邦
は
郡
二
女
の
示
す
様
で
あ
っ
て
巾
偏
は
椀
の
域
令
に
比
仙
川似
接
種
に
比
較
し
て
'
柄

斑

照
花
火
の
疫
杭

に

叔
て

三
二
五



無
花
果

の
鑑
稲

に
拙

て

の
弧
が
-
方
が
早
い
が
､
傷
の
有
無
に

拘
ら
ず
獲
柄
L
t
接
租
後
ニ
ー
四
日
を

経
る
と
､
灘
密
生
性
が
托
さ
れ
､
椅
ニ

ー
三
日
す
れ
ば
児
裏
金
両
に
紬
様
の
菌

糸
が
生
す
る
o
又
某
仕
の
威
灘
押
鹿
と

敬
病
と
の
闘
係
を
見
る
た
め
に
未
熟
の

線
色
児
､
多
少
成
熟
し
沸
色
を
砕
ん
だ

も
の
､
舶
常
の
中
畑
の
熟
故
に
あ
る
と

思
は
れ
る
斑
紋
色
の
根
性
を
揮
ん
で
無

傍
､
布
傷
凄
柄
を
行
っ
た
｡
;i
性
の
成

熟
度
と
蛮
柄
と
は
布
似
按
排
の
場
合
に

は
別
段
に
槻
係
が
認
め
ら
れ
す
'
ど
の

成
熟
度
の
児
街
に
於
て
も
‖
抹
牌
鹿
に

蛸
勢
が
進
む
が
､
無
傷
様
郡
の
場
合

に

は
､
紘
火
の
方
が
苅
紋
;i
よ
-
も
病
仇

が
は
る
か
拡
小
さ
い
C

第二央 無花脚 封煩.ll･I-の無花果の果h=への按排試翰
T RJiRL10年91127日経覇4日後に親密の結搬 (軍TEi)

≠ 昭和10年10月4日接琶5口授Lr_瓶代の結果 (戦乱)

二

六仰老 木盛に斤こける分収は懲粒の艇台を如し分馴工は税収を分子は防染吸を
示す､以下同相O

74
4JJ
無
花
兼

寝

赫

苗

(
節

7

C
四

7
系
)
を

無
花
牡
の
苛
鼎

に
接
和
し
定
温

=q州
内
に
似
っ
た

場
合
l
の
蛸
加

の

明
大

と
温
度
と

の
閥
係
を
ffr験

し
た
結
城
性
下

HJ=
の
株
で
輔
弼

の
銀
塊
及
柵
大

は
環
範
が
過
常

在
ら
ば
秘
め
て

迅
速
で
あ
る
｡

(弟
三
衣
奉
此
)



節三義 ?.Q--花脚空病菌の撫JtE-nl-のJJ!'ei!-の様様試験
Ⅰ 昭和11年7月28日頼経熊取Lifi･の切鮎-8時』のhJ=果

X 昭和11年8月7日無花熊果'Wの舛鮎配全部へ接確の貼央

l 昭利11年8月11El#･'r比況果urTRの切Li,3へ幹部の結架

鰹 過 日 懲 弧 惟 悠 泣 割 合 偏 狂 の 大 き

2 日間 後 30Ig 24;24〟 20-35相中均24.79.lTTBi l

(

2
)粟
へ
の
塵
粧

葉
へ

の
接
柾
に
は
贋
口
瓶
に
挿
入

し
た
切
放
を
糊
ひ
'
接
種
後

は
杓
子
薪
を
被
せ
時
々
案
吹

き
で
撒
水
し
て
.3
嵐
を
保
つ

様
に
し
た
C
鼎

肝へ
の
様
相

の
均
<
日
の
榛
に
域
執
政
の
輿

な
る

非

を

E=
別
し
､

又
和

傷
､
加
仙佃
を
別
_こ
し
て
接
即

を
行
っ
た
.
そ
の
結
北
は
郡

性~
寂
の
示
す
根
に
'
幼
架
'

淑

避
'
成
瀬
の
何
れ
も
感
染

す
る
が
清
拭
の
i<
い
さ
に
は

可
な
-
の
差
が
認
め
ら
れ
､

紫
の
成
熟
し
た
も
の
租
小
さ

lO､∨

脚Ltl衣 無花兇疫病菌のJJlltl7蝕 の非及新櫓-の接種講騎

l 咽刺10時10月2日接衝3Fl伊前群のtJ,=親

瓜
…花
搬

S
挺
･柄
に
就
て



ll u/-iri110年10月qEl接柿3円後調査の紙沢

蝿
花
巣

の
･.LY
偶

に
就

て

釈尊準(-Br-面) 所耶(野面)!服 (遜面)盟闇 警 憎 悪 揺警 憎 琵 ･備 考a 珊

摂離解接簡 0:4 托0 0:4 侍0 0:4 秤0 l0:4 秤0 rlqfjロ瓶に挿

坤fL;は帝 0:5 0 3:6 6.0 0:5 04:4 4.5 人の切枝の準に純粋乾点を除喝o

備拷 本訪印病珪蔽il'.の偶に(+)印あるは稲跡 ま判然であるがLl=li大さを捌大㌻るに

苛らなかった物そ二滴示するo

(m) RJWql10竿10月11日技師･3日後.踊虎の鮎娘

叫 rtL:経 前(胞子髄鳩加) 錠 前 1 日 後 接 抱 2 日 後輩 虎 袈 面 --A- 而 t群 面

潤 治 劉 雲 警 蕊 酎 空曹憎 警L雲 警

仰 若 木加に於ける儲画の大さの十印の敬は弼旗の比縦的大きを示す軌である｡

二二
.八

-5
'に
葉
の
衣
誠
に
よ
っ
て
後
柄
に
謎
が
な
い
か

を
山

る
た
め
に
凱
相
姦

(Ⅱ
)及
(Ⅱ
)
の
接
秤
試

験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
､
表
装
の
何
れ
も
感
染
し
､

蛇
病
菌
の
位
人
は
必
ず
し
も
嵐
孔
を
通
し
て
行
は

れ
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
O
仰
し
誠
面
に
於
て

は
表
面
よ
-
も
病
淡
の
状
が
-
方
が
は
る
か
に
中

小
｡
そ
の
坪
山
と
し
て
は
細
胞
の
外
膜
の

｢
ク
チ

ク
ラ
｣
の
普
通
程
度
の
jr.rjLt
屯
∬
･S
有
{
=

が
者

へ

ら
れ
る
が
'
こ
の
釦
に
就
て
は
改
め
て
研
究
す
る

必
廿
が
あ
る
Q

へ
二
)無
花
火
以
外
の
火
仕

へ
の
接
相
試
験

無
花
魁
吐
納
紬
が
舛
花
火
以
外
の
柄
物
を
も
侵

し
縛
る
こ
と
は
堀

(ie
四
)
､
押
目
(大
空
､

瀧
九

(
昭
正
)
氏
等
の
報
常
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
｡

智
者
は
=

.t
北
､
却
(
二
十
此
紀
)
､
柿
(I..:.=和
)
､
茄

子
の
;7
牡
'
鴇
鈴
堰
の
塊
輩
に
花
柳
を
和
っ
た
o



非
結
邦
は
第
五
'
郡
山ハ
及
筑
七
架
の
棚
で
'
何
れ
も
感
染
す
る
の
む
認
め
た
｡
こ
の
内
茄
子
に
は
無
稚
児
の
場
合
の
様
に
紬
抄
の
佑
糸
を
多

菜

に
生
じ
た
が
'
梨
'
馬
齢
笹
で
は
墨
中
瓶
糸
,.T
発
育
が
付
か
で
あ
っ
た
｡
華
北
'
柿
で
は
明
ら
か

に
病
状
を
生
じ
'
内
部
組
織
を
切
っ
て

み
る
と
疫
柄
歯
の
簡
糸
が
認
め
ら
れ
た
が
'
兼
両
に
茎
中
蘭
糸
を
生
じ
な
か
っ
た
O

潔

f
lA
館

岩
.JE
蓮
荘
繋
蚤
q)
浩
一
鳶
海
.

享

,I)逼
麻

-
a.)蕪
昌
巽
昏

無

封
舞

1
Li
.

鞍

部

遊

E
t

Fi!!
〔
;
..+
二
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馬
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糸
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篭
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秘
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控
嫡
蘭
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菌
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猪
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種
後
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日
臼
に
於
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錦
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茄
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茄
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鳩
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潔
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柾
溝
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Ⅰ
昭
和
1
1
年
9
月
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日
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招
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圧
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潔
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褐
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鐙
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搾
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菌
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あ
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榊
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摺
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鶴
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生
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起
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弟九表 雄花Lji-疫柄蘭の頚骨と服ikFiTl,:に輔発進との脚係 (二)

tir.･執 事系統 L･B,1041及 1042系向

雅
花
派
の
輝
杭

に
戚

て

培 境 舶 ＼…日倣＼ 5度10匹15fg叫 準 2 7 車 中 挺 35慢

1円後 粍 那 粍 .fti 粍 粍 粍 耗 礼0 0 0.6 4.5 4.5 5.8 3.0 0 0

3/′ 0 0 12.3 1EL8 20.7 2可.0 21.0 0 0

.鰐鈴甥避天 5′′ 0 3.3 22.3 34,3 43.0 45.8 34.5 0 0

(節1041系) 7′′ 0 ll.7 Bag 53.0 66.0 68.8 45.8 0 0

9′′ 0 14.7 52.0 67ー5 83.5 87.3 57.0 0 0

1 1 〝 022.7 71.7 E.7.5 107.3113,5 73.0 0 0

1日後 0 0 5-0 2,0 2.3 4.8 2.9 0 0
3′′ 0 0 12.6 19.0 19,5 24.0 21.7 0 0

同 上 5〝 0 5.3 21.9 30.5 32.8 q1.8 34.0 0 0

(甥1042系) 7′′ 0 8.3 33.9 46.3 49.0 60.8 47.4 0 0

9〝 0 ll.0 42.4 60,0 64.0 73.5 56.3 0 0

11′′ 0 16.0 56.9 80_0 86.3 97.8 80.0 0 0

1日後 0 0 01.3 2.5 2.5 1.3 0 0
3〝 0 0 4.5 12,0 16.0 13.3 8.8 0 0

3% 繁 汀 5〝 0 0 13.0 29.8 36.0 30.5 19.8 0 0

ユキ.7.遜天 7′′ 0 0 29.3 48.3 56.8 44,3 31.3 0 0

(第1041系) 9〝 0 0 43.El CAB 76.0 56.5 45.5 0 0

11′′ 0 0 60.3 t57.3 97.2 74.5 57.8 0~ 0

同 上 1日後 0 0 0 o f o o.3 1.0~0 0

3〝 0 0 2.3 2.7 3.0 7.0 5.3 0 0

5′′ 0 0 8.1 15.5 14.3 2t).5 17,5 0 0

(第1042糸) 7〝9〝 00 00 24.735,3 32.8 28.3 34.0 30.0 049.0 45.7 47.1 41.370 00
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あ
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